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実習企業・機関 社会福祉法人米沢仏教興道会養護老人ホーム星の村． 興道北部保育園

実習期間 令和　2年　2月 13日　～　令和　2年　2月　19日

学生氏名 淀野　駿斗

実習プログラム 星の村

• 入浴介助

• 食事介助

• 見守り

• モニタリング・カンファレンス参加　等

興道北部保育園

• 園児見守り　等

学び・気づき 　養護老人ホームでは、あくまで自立支援施設であるというその特徴が随所

で見られた。例えば、基本的に 1日の流れは個人ごとに自由であるという点

などである。高齢者施設では決められたレクリエーションや 1日の流れを利

用者が介助者と共に行うというのが私のイメージであったが、それが全く異

なることだということが一番の学びだった。

　保育園では、子どもへの先生方の対応の丁寧なことに気づいた。ただ丁寧

なだけでなく、例えば怒るときには子供からそうなった経緯を詳しく聞き、

場合によっては話し合いをさせ、謝るように促すなどというように、むやみ



に一方的な意見を押し付けないなどして、子どもたちの成長の糧になるよう

にしていた。こうした丁寧な姿勢が大切だということを学んだ。

今後に向けた抱負 　高齢者施設でも、保育園でも、相手に寄り添ったコミュニケーションを密

にとることが重要だと感じた。特に星の村で私は、気さくな方としかお話し

できなかったように思うので、もっと積極的なコミュニケーションを意識す

ることで、様々な場面での効果的な関係づくりに役立てたい。

インターンシップを

して気づいた、実習

先の魅力

　星の村では、職員の方々同士、また利用者と職員の方々とのコミュニケー

ションがとてもよく取れているように思った。また支援員の方々の目がとて

も細かい点まで届いていて、ちょっとした利用者の変化に気づける体制がで

きているようにも感じた。

　興道北部保育園では、園児たちが本当にのびのび生活できていると思っ

た。それはその生活を支える先生方の丁寧なご指導の賜物であろうと思う。

写真（1～3点）


